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*前報 ｢単板剥ぎ取り機械に関する研究 (XII)｣は,長崎大学教育学部紀要 一自然科学- 第61号
23-29 (1999)に掲載｡































































で表 され る｡ す くい面 の摩 擦 係
数 〃は,
FL-F/N (4)
で求 め られ る 日 ｡ 引 き切 り切 削
におい て も,近 似 的 に(4)式 が適
用 で きる もの として ,以下 の検
討 を進 め る｡
2.2 実験方 法
既報 の実験 3･4)に よる切 削抵
抗 (Fx,,Fz,お よび FY,) の 測
定 結 果 を用 い て ,垂 直 力 N,摩
擦 力 Fお よびす くい面 の摩擦 係
数 〃を求 め た｡ した が って, こ
の研究 は ,既報 こう･4)と全 く同 じ
実験 条件 で あ るが ,主 として バ
イア ス角 ikの影響 を検 討 しよ う
とす る もの で あ る (実験方 法 や
実験 条件 の詳細 は,既報 3･4)秦
照)0
なお,Nお よび Fの測定 は い
ず れ も,試験 片切 削長 さにわ た
って現 れ た切 削抵 抗 の分 力波形
の 中の極 大値 (一 定 切 削長 さに
わ た って現 れ たそ れ らの平均 値
を求 め た ｡) を も とに して い る
か ら,N お よび Fを用 いて算 出
され る 〃の値 は,切 削抵 抗 の極
大値 を とる切 削位 置 ,即 ち, ス
ギ横切 削 で は早 材 層 よ りも晩 材
層 の切 削抵 抗 の影響 が顕 著 に現
れ る こ とにな る｡
本研 究 で は , スギ の横 切 削 を
中心 として検 討 を進 め るが,樹
種 は異 な るが ,ホ ワ イ トセ ラヤ
の縦 切 削 に つ いて も,上 記 の ス
ギ 横 切 削 の 場 合 と比 較 しな が
ら,摩擦 係数 の変 化 に つ いて の
議論 を進 めてゆ く｡
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3.実験結 果 お よび考 察
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図 3 バイアス角ikの変化に伴うナイフすくい面に作用する摩擦力Fおよび垂直力Nの変動
i(-帆//vw) :ナイフの相対速度比 ;Vkおよび Vw :図 1参照 ;
0-900切削 :横切削を意味する ;900-00切削 :縦切削を意味する｡





















































0 30 600 30 600 30 600 30 600 30 600 30 600 30 60
ik(0) ik(o) ik(O) ik(o) ik(O) ik(O) ik(o)
図4 バイアス角 ikの変化に伴うナイフす くい面の摩擦係数 fJの変動
f(-帆/Vw) :ナイフの相対速度比 ;Vkおよび Vw : 図 1参照 ;








とで異なった｡即ち, ikの増加に伴い FJは,スギ横切削の場合には減少傾向 V<0の範
囲の場合)か,またはik-450 で最小値をとるミニマムカーブを描 く傾向 V>0の範囲
の場合)を示したが,ホワイトセラヤ縦切削の場合にはik≒15-450で最小値をとるミニ
マムカーブを描 く傾向 V<0の範囲の場合)か,または減少傾向 V>0の範囲の場合)
を示した｡
上記のように,ik≒0-450の範囲では, ikの増加に伴いFLはいずれの場合も減少傾向
を示すが,これはすくい面上での切屑の変形が次第に助長され その変形に基づ くすくい
面へのくいつきが次第に小さくなることを意味する｡なお,スギ横切削の場合には,〃が
最小値を示す ikのときに,いずれのfの場合においても,最も平滑で良好な切削加工面
を呈した｡
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